
平成 22 年度予算のあらまし

平
成
22
年
度
予
算
の
内
容
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
地
域
経
済
の
活
力
向
上
」「
暮
ら
し
の
応
援
」を
め
ざ
し
て

●
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　
「
地
域
経
済
の
活
力
向
上
」
と
暮
ら
し
の
応

援
」
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
に
希
望
と
安
心
を

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
３

〜
７
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
重
点
施
策
を
優
先
的

に
推
進
す
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
の
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

79
億
９
千
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
て
２
億
８
千
5
0
0
万
円
（
3
・
7
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
の
法
人
町
民
税

が
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
深
刻
化
に
伴
う

景
気
の
低
迷
が
続
く
中
、
企
業
業
績
の
悪
化

の
影
響
を
受
け
、
１
千
万
円
（
3
・
4
％
）
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
町
民
税

は
１
千
４
０
０
万
円
（
1
・
4
％
）
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
固
定
資
産
税
は
、

６
千
３
０
０
万
円
（
3
・
5
％
）
の
増
加
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
全
体
で
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
３
千
５
０
０
万
円（
1
・
1
％
）の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等

臨
時
特
例
費
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
ベ
ー
ス
で
6
・
8
％
の
増
加
と
な
り
、
日

野
町
で
は
、
16
・
3
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
単
独
事
業

の
実
施
に
必
要
な
歳
出
が
臨
時
的
に
別
枠
加

算
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
平
成

21
年
度
に
引
き
続
き
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
野
町
に
お
い
て
も
、
町
が
標
準
的
な
行

政
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財
源
と
し
て

の
「
基
準
財
政
需
要
額
」
の
増
加
な
ど
を
見

込
み
、
地
方
交
付
税
は
１
億
７
千
６
０
０
万

円
（
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
る
と
３
億
６

千
３
０
０
万
円
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
に
策
定

し
た
「
日
野
町
財
政
健
全
化
計
画
」
を
基
に

し
て
、「
行
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）」
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
事

務
事
業
の
必
要
性
・
公
共
性
を
検
証
し
、
施

策
に
対
す
る
優
先
度
・
緊
急
度
な
ど
を
見
極

め
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
経
常
的
な
経
費

の
削
減
や
合
理
化
を
図
り
、
各
種
施
策
を
見

直
す
中
で
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
予
算
配

分
の
重
点
化
・
効
率
化
に
努
め
ま
し
た
。

平成22年度　一般会計予算

79億 9,000万円
平成22年度一般会計歳入予算

地方公共団体の財源調整のため、一定の基準により
国から町に配分される交付金

町が行う事務事業に対して利益を受ける人や団体か
ら納めていただく負担金

町が管理する施設の利用料や戸籍・住民票などの証
明手数料など

地方税の減収の一部を補てんするため、町に対して
交付される交付金

公共施設の整備などに伴う借入金

県からの補助金・負担金

国からの補助金・負担金

一定の基準により県から町に配分される交付金

基金などの取り崩し

町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税など33億 1,487 万円
32億 7,955 万円

12億 5,600 万円
10億 8,000 万円

8億 9,970 万円
7億 4,480 万円

6億 4,769 万円
5億 7,264 万円
5億 4,334 万円
3億 1,950 万円
3億 6,890 万円
5億 6,175 万円

2億 9,170 万円
3億 2,080 万円
1億 8,434 万円
2億 5,327 万円

7,873 万円
8,000 万円
4,010 万円
4,100 万円
1億 8,993 万円
1億 8,597 万円

町 税

地 方 交 付 税

町 債

県 支 出 金

国 庫 支 出 金

繰 入 金

県 税 交 付 金

分担金及び負担金

地 方 譲 与 税

諸 収 入

使用料及び手数料

地方特例交付金

そ の 他
平成 22年度
平成 21年度

一定の基準により国から町に配分される税8,750 万円
9,620 万円

町預金利子、貸付金の返済金など8,720 万円
1億 6,952 万円
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平成 22 年度予算のあらまし

平成22年度一般会計歳出予算（目的別）平成22年度各会計予算

福祉・医療
◆地上デジタルチューナー設置を支援
　・低所得の高齢者世帯や母子・父子家庭世帯に対して地上デジタルチューナーの設置費用の一

部を助成します。

◆国民健康保険特別会計繰出金の増額支援
　・国民健康保険特別会計に対して、一般会計から既定のルールとは別枠で繰出金を5,000万円

増額して支援を行います。

◆女性特有のがんや生活習慣病の早期発見、予防の推進
　・生活習慣病やがんの予防・早期発見のための健康診査・がん検診を実施するなど健康増進に

取り組みます。

平成 22年度
平成 21年度

22億 8,617 万円
19億　　37万円

11億 3,336 万円
15億 3,185 万円

10億 3,699 万円
6億 5,695 万円

10億 3,200 万円
8億 8,850 万円

7億 　400 万円
8億 7,151 万円

6億 3,075 万円
5億 3,823 万円

5億 　1,484 円
7億 1,473 万円

3億　   78 万円
2億 9,429 万円

1億 5,418 万円
1億 　710 万円

1億 1,383 万円
1億 1,246 万円

8,210 万円
8,801 万円

100 万円
100 万円

民 生 費

教 育 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

労 働 費

商 工 費

議 会 費

予 備 費

会　　計　　名 予　算　額

一 般 会 計 79 億 9,000 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19 億 3,622 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 14 億 3,709 万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 9 億 6,385 万円

水 道 事 業 会 計 9 億 9,755 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 8,037 万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1 億 9,681 万円

介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 7,438 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 1,681 万円

老 人 保 健 特 別 会 計 129 万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 75 万円

西 山 財 産 区 会 計 255 万円

合　　　　　計 137 億 9,767 万円

（主な事業）

新 地上デジタルチューナー設置支援事業
　　障害者自立支援事業
　　障害者地域生活支援事業
　　障害児地域活動支援事業
　　補装具費（購入・支給）事業
　　町単独福祉医療費助成事業
　　県単独福祉医療費助成事業
　　社会福祉協議会運営事業
　　社会福祉協議会活動事業
　　老人クラブ活動事業
　　シルバー人材センター運営事業
　　健康増進事業
拡 国民健康保険特別会計繰出金
　　介護保険特別会計繰出金
　　滋賀県後期高齢者医療広域連合負担金
　　後期高齢者医療特別会計繰出金

（予算額）
……… 641 万円

……………………… 3 億　117 万円
……………………… 1,527 万円
………………………… 477 万円

…………………… 934 万円
…………………… 3,504 万円
…………………… 9,139 万円

……………………… 3,009 万円
………………………… 827 万円

……………………………… 365 万円
………………… 764 万円

…………………………………… 2,288 万円
…………… 1 億 6,993 万円

………………… 2 億 2,364 万円
… 2 億 1,080 万円

……………… 7,030 万円
新…平成22年度新規事業
拡…平成22年度拡充事業 
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平成 22 年度予算のあらまし

子育て・教育
◆子ども手当支給事業の創設
　・中学校卒業までの児童を対象に子ども手当（月額13,000円）を支給します。

◆子育て支援を推進するためのネットワークづくり
　・地域における子育て支援を推進するためのネットワークづくりを進めるとともに、子育てに

役立つ情報を集めた子育てマップの作成、子育て学習会等を実施し、子育て支援の充実を図
ります。

◆妊婦健診に要する経費の公費負担の継続
　・誰もが安心して健やかな出産を迎えられるよう、妊婦健診（14回）経費を全額公費負担します。

◆「日野町子育て・教育相談センター」を充実、特別支援教育支援員を配置
　・「日野町子育て・教育相談センター」を充実し、発達障がいの早期発見、早期支援をはじめ、

子育てにかかる相談など、子ども・保護者・学校（幼稚園）の支援を行います。また、小学校
に特別支援教育支援員を配置します。

◆子ども読書活動の推進
　・子どもの生きる力を育む読書活動を推進するため、おはなしボランティアの育成、幼稚園・

保育所への図書の設置を行います。

◆教育課題などへの対応
　・児童のさまざまな学校不適応の解消を図るため、課題のある子どもへの学習支援や生活支援

のため、自立支援サポーターを派遣します。また、不登校ぎみの児童の引きこもり防止を目
指してスクーリング・ケアサポーターを派遣します。

（主な事業）

新 子ども手当支給事業
拡 地域子育て支援事業
拡 母子保健事業（妊婦健診など）
　　教育相談・子ども支援活動事業
　　子ども読書活動推進事業
　　子育て学習活動推進事業

新 自立支援サポーター配置事業
　　スクーリング・ケアサポーター派遣事業

（予算額）
………………………… 3 億 9,058 万円
………………………………… 102 万円

………………… 3,516 万円
………………… 1,367 万円

…………………………… 67 万円
…………………………… 36 万円

……………………… 140 万円
………… 100 万円

新…平成22年度新規事業
拡…平成22年度拡充事業 
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平成 22 年度予算のあらまし

産業・観光
◆地域経済の活性化のため住宅リフォーム助成を継続、商業の活性化を支援
　・地域経済の活性化を図るために、個人住宅のリフォームを町内業者に発注した方に対して、

経費の一部を商品券で助成します。
　・地域経済の活力向上のため、日野町商工会に対して、商業活性化支援を行います。

◆戸別所得補償モデル対策の円滑実施
　・食料自給率の向上のポイントとなる麦・大豆・米粉用米・飼料用米などについて生産拡大を

促す対策と恒常的に赤字に陥っている米に対して補てんする対策を円滑に実施するため、日
野町水田農業推進協議会とともに取り組みます。

◆日野菜の生産拡大と特産品化の推進
　・日野町の特産物である日野菜の生産拡大、販売ルートの確保に対して助成するとともに、日

野菜漬けコンクールを開催するなど日野菜の産地ブランド化と情報発信に取り組みます。

◆有害鳥獣駆除対策の実施
　・農作物などに大きな被害を及ぼしている獣害に対応するため、防護柵の設置に対して補助を

行うとともに、サル、イノシシ、シカなどの有害鳥獣を計画的に駆除します。

◆三方よし！近江日野田舎体験推進事業に支援
　・農村民泊などの都市と農村の交流体験を通して町をPRするとともに、地域の活性化を図る

ため、三方よし！近江日野田舎体験推進協議会が取り組む、修学旅行等の体験型観光の受入
事業に対して助成します。

◆緊急雇用対策事業を実施
　・厳しい経済状況のもとで雇用を確保するため、引き続き緊急雇用創出特別対策事業および

ふるさと雇用再生特別対策事業（21事業）に取り組みます。雇用創出効果は、99人と見込ま
れています。

拡…平成22年度拡充事業 

（主な事業）
　　三方よし ! 近江日野田舎体験推進協議会への補助

拡 特産農産物振興事業（日野菜の産地ブランド化等）
　　水田農業推進対策事業

拡 有害鳥獣駆除事業
　　農地・水・環境保全向上対策事業
　　農業振興地域整備計画策定事業
　　里山整備事業
　　森林組合への運営補助
　　グリム冒険の森の管理運営

拡 住宅リフォーム促進助成事業
拡 商工会への補助
拡 観光協会への補助
　　緊急雇用創出特別対策事業（18 事業）
　　ふるさと雇用再生特別対策事業（3 事業）

（予算額）
… 256 万円
… 639 万円

………………………………… 328 万円
…………………………………… 1,241 万円

………………… 1,284 万円
……………………… 448 万円

…………………………………………… 350 万円
………………………………… 258 万円

………………………… 1,081 万円
………………………… 500 万円

……………………………………… 1,818 万円
…………………………………… 1,768 万円

……… 1 億 1,749 万円
………… 2,052 万円
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平成 22 年度予算のあらまし

住みよいまちづくり
◆第５次日野町総合計画の策定
　・これからの日野町のまちづくりの指針となる第５次日野町総合計画（平成23年から平成32

年）の策定を行います。あわせて、国土利用計画の策定、都市計画マスタープランの策定も
行います。

◆デマンド（予約）タクシー検討、試行
　・路線バスが運行していない地域に対し、予約によるタクシーの運行を検討し、試行に取り組

みます。

◆公共施設の耐震診断等の実施
　・日野町勤労福祉会館および日野町林業センターの耐震診断を行うとともに、大谷体育館の耐

震補強工事に係る実施設計を行います。

◆住宅用火災警報器設置助成の継続
　・住宅火災の早期発見・早期消火により住民の生命と財産を守るため、住宅用火災警報器の設

置に対する助成を継続して行います。

◆公共施設への自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置
　・公共施設における救急処置の充実を図るため、各地区公民館、図書館、町民会館わたむきホー

ル虹に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置を行います。

◆街灯のＬＥＤ照明化
　・地球温暖化対策および省エネルギー化促進のため、街灯を水銀灯（60Ｗ〜 100Ｗ）からＬＥ

Ｄ照明（20Ｗ）に交換を行います。

（主な事業）
　　総合計画策定事業
　　都市計画マスタープラン策定事業
　　防犯対策事業

新 地域グリーンニューディール基金事業（街灯 LED 照明化）
　　地区公民館活動事業
　　地区公民館管理事業

拡 路線バス運行経費（デマンドタクシー運行経費含）
　　自治ハウス整備事業
　　住宅用火災警報器設置促進事業
　　木造住宅耐震診断員派遣事業
　　木造住宅耐震・バリアフリー改修事業
　　消防団運営事業
　　消防施設整備事業

拡 防災活動事業
　　ごみ収集経費
　　リサイクル促進事業（資源回収補助など）
　　中部清掃組合 ( ごみ処理 ) 負担金
　　八日市布引ライフ組合（衛生センター、斎苑）負担金
　　東近江行政組合 ( 消防 ) 負担金

（予算額）
………………………………………… 485 万円

……………………… 122 万円
……………………………………………… 100 万円

… 200 万円
…………………………………… 5,382 万円
…………………………………… 3,099 万円

… 4,194 万円
……………………………………… 400 万円

………………………… 300 万円
……………………………… 30 万円

…………………… 90 万円
………………………………………… 2,305 万円

………………………………………… 590 万円
……………………………………………… 857 万円
…………………………………………… 8,102 万円

……………… 301 万円
……………… 1 億 6,112 万円

… 8,342 万円
………………… 2 億 4,383 万円

新…平成22年度新規事業
拡…平成22年度拡充事業 
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平成 22 年度予算のあらまし

公共事業
◆町道野出山本線や生活関連道路を整備
　・交付金事業として、西桜谷地区の通勤時間帯の道路渋滞緩和のために、町道野出山本線道路

改良工事の本体工事に着手するとともに、緊急性の高い生活関連道路１２路線について改良
工事を、１路線について測量設計業務を実施します。

◆通学路の歩道整備に伴う調査実施
　・湖南サンライズ地区児童の通学道路として、町道野出山本線の歩道設置のための用地測量を

実施します。

◆五月台・椿野台・青葉台への水道拡張に伴う配水池築造工事の実施
　・五月台・椿野台・青葉台への町営水道の拡張に伴う五月台配水池の築造工事を実施します。

◆公共下水道事業の着実な実施（中山東西、湖南サンライズ、曙など）
　・公共下水道事業を引き続き促進するため、中山東西、湖南サンライズ、曙地区などで管渠築

造工事、舗装復旧工事などを実施します。

◆河川愛護活動への支援
　・日野町の取り組みが県事業に発展した、自治会による川ざらえ事業を、引き続き実施します。

（主な事業）

拡 町道野出山本線道路改良事業
拡 町道野出山本線歩道整備用地測量事業
　　道路維持補修事業

拡 町単独道路改良事業
　　土木工事等補助事業
　　河川管理事業
　　道路改良工事県事業負担金
　　地籍調査事業
　　公園管理運営事業
　　公共下水道事業特別会計繰出金
　　農業集落排水事業特別会計繰出金

（予算額）
……… 3 億 6,000 万円

… 1,000 万円
………………………… 2,514 万円

……………………… 8,500 万円
………………………… 400 万円

………………………………… 505 万円
………………… 600 万円

………………………………… 372 万円
………………………… 3,728 万円

…… 3 億 6,014 万円
……… 9,030 万円 
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取
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平
成
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っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
す
る
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よ
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拡…平成22年度拡充事業 
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